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令和２年度 厚生労働科学研究費補助金 
（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業）） 

妊娠初期の感染性疾患スクリーニングが母子の長期健康保持増進に及ぼす影響に関する研究 

 

分担研究報告書 

小田原市立病院における妊婦健診における感染性疾患スクリーニング 
 

 研究分担者 丸山 康世 小田原市立病院 産婦人科 担当部長 
  宮城 悦子 横浜市立大学 大学院医学研究科 生殖生育病態医学 教授 
 

研究要旨 
【目的】子宮頸がんはHPVワクチンと子宮頸がん検診による早期発見で罹患率の減少が期待される疾患となっ
た。しかし、検診受診率は低く、妊娠が初めての契機となる女性も多い。妊娠が子宮頸部細胞診の受診の契機
となったかを検討した。 
【方法】2014年から2018年に当院で分娩した妊産婦を対象とし、診療録を後方視的に検討した。 
【成績】対象症例は3346例で、中央値年齢は32歳、初産1650例（48.6%）、経産1743例（51.4%）であった。初
診から当院で健診した症例は1635例（48.1%）、紹介症例は1758例（51.8%）であった。 
妊娠前の施行例は639例（18.8%）で、内訳は子宮頸がん検診受診例441例（13%）、不妊治療や細胞診異常など
の婦人科受診を契機の症例 198例（5.8%）であった。妊娠を契機に施行された症例は2644例（77.9%）、不明
症例は110例（3.3%）であった。 
細胞診の結果はNILMが3250例（97%）、細胞診異常は96例（2.8%）に認められた。細胞診異常の詳細は、ASC-U
Sが44例（1.2%）、ASC-Hが12例（0.4%）、LSILが19例（0.6%）、HSILが20例（0.6%）、SCCが1例（0.03%）で
あり、腺系の異常症例は認めなかった。細胞診異常症例のうちで、妊娠中に初めて異常が見つかった症例は73
例（76%）、子宮頸部異形成などのためフォローされていた症例が23例（24%）であった。 
【結論】年齢の中央値は32歳と、すでに子宮頸がん検診の対象の女性がほとんどにも関わらず、妊娠前の1年
以内に子宮頸がん検診を受診していた女性は18.8%にとどまった。妊娠を契機に子宮頸部細胞診を受けた割合
は約8割であった。HPVワクチン接種が殆ど施行されていない現状で、検診受診率の低さは子宮頸がん予防の大
きな課題である。 

 
Ａ．研究目的 
子宮頸がんは、HPVワクチンと子宮頸がん検診

による早期発見で罹患率の減少が期待される疾患
となった。しかし、検診受診率は低く、妊娠が初め
ての契機となる女性も多い。妊娠が子宮頸部細胞診
の受診の契機となったかを検討した。 
 
Ｂ．研究方法 
 2014年から2017年の4年間の当院の分娩症例で、
妊娠1年以内のスクリーニングで子宮頸部細胞診を
受けた妊婦を対象とし、子宮頸部細胞診を受けた時
期、ベセスダ分類の細胞診結果を後方視的に調査し
た。 
（倫理面への配慮） 
倫理委員会の承認を得ている。オプトアウトを捧
持した。 
 
Ｃ．研究結果 
 細胞診異常は96例（2.8%）に認められた。細胞
診異常の詳細は、ASC-USが44例（1.2%）、ASC-
Hが12例（0.4%）、LSILが19例（0.6%）、HSIL
が20例（0.6%）、SCCが1例（0.03%）であった。
 妊娠前の施行例は639例（18.8%）で、内訳は子
宮頸がん検診受診例441例（13%）、不妊治療や細
胞診異常などの婦人科受診を契機の症例 198例
（5.8%）であった。妊娠を契機に施行された症例
は2644例（77.9%）、不明症例は110例（3.3%）で
あった。 
 
Ｄ．考察 
年齢の中央値は32歳と、すでに子宮頸がん検診の

対象の女性がほとんどにも関わらず、妊娠前の1年

以内に子宮頸がん検診を受診していた女性は18.
8%にとどまった。 
妊娠を契機に子宮頸部細胞診を受けた割合は約8割
であった。 
 
Ｅ．結論 

HPVワクチン接種が殆ど施行されていない現状
で、検診受診率の低さは子宮頸がん予防の大きな課
題である。 

 
Ｆ．健康危険情報 

なし 
 
Ｇ．研究発表 
（１）論文発表 

1. Maruyama Y, Sukegawa A, Yoshida H,
 Iwaizumi Y, Nakagawa S, Kino T, Su
zuki Y, Kubota K, Hirabuki T, Miyagi
 E: Screening for Infectious Diseases i
n Pregnancy Screening - Focusing on 
cervical cancer. 2021.（投稿中） 
 

（２）学会発表 
1. 丸山康世, 助川明子, 宮城悦子: 当院にお

ける妊産婦の子宮頸部細胞診施行の時期に
ついての検討. 第59回日本臨床細胞学会秋
期大会, 横浜, 2020, 11. 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 なし 
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